
 

 

 

 

笑顔と活気にあふれる学校をめざします 
校長 中 島 英 治 

桜の開花が待ち遠しい季節となりました。本日の入学式では、ご来賓・保護者の皆様に
たくさんのご参列をいただきました。誠にありがとうございます。 

入学式の式辞では、次の２点について、お話をしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・３年生に対しては、始業式において、上の２点に加えて「しっかりと自分から挨拶

する習慣を身に付けよう」というお話をしました。入学式や始業式でお話しした内容は、

子どもたちの課題であるとともに、私たち教職員の課題であるとも思っております。気を

引き締めて今年度の教育活動を進めてまいります。 

  さて、今年度も本校の「グランドデザイン」を作成しました（Ｐ４をご覧ください）。
本日お迎えした４４名の新入生を含めた全校生徒１１４名が、安心して生活できる居心地
の良い場所となるよう、２２名の教職員が一丸となって、魅力あふれる、笑顔と活気にあ
ふれる学校づくりを進めてまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

１．目標をもった生活を送りましょう 

本校の卒業生・石垣元気さんは、野球の強豪校に進学し 

選抜高校野球大会決勝の先発投手として、チームを優勝に 

導きました。彼は日頃から、３つの目標「球速１５０㎞を 

出すこと」「甲子園に出ること」「日本一になること」を口 

にしていたそうです。 

彼が３つの目標を同時に達成することができたのは、自 

ら積み重ねた努力の結果です。有言実行を果たした先輩を 

見習い、目標を達成するための努力を続けてください。 

２．規則正しい生活を送りましょう 

 夜中遅くまで、さらには朝方までゲームをしたり、テレ 

ビや動画を見たりしていると、昼間に眠くなってしまい、 

夜に目が冴えてしまう、そんな中学生が増えています。昼夜逆転や睡眠不足の状態では、

中学校の授業をまともに受けられません。心も体も成長する大切な思春期を無駄に過ご

すことなく、早寝早起きを心掛け、十分な栄養・睡眠をとり、規則正しい生活を送るよ

うにしてください。 

「こうありたい」という自分の姿をイメージしながら、「目標をもった生活」と「規則

正しい生活」の２つを心にとめ、自分自身を磨く努力を怠らず、自分の可能性を信じて

挑戦を続けてください。笑顔と活気にあふれる、充実した中学校生活を過ごしましょう。 

甲子園で力投する元気さん

(石垣さん提供) 

共に学び高め合うこと 
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